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さ
ん
、

こ
ん
に
ち
は
。

「
一
雨

一
度
」
気
温
は
下

い
く

一
方
と
な
り
、
そ
ろ
そ
ろ
次
の
季
節
の
気
配
も

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
深
ま
る
秋
、
温
か
く
し

一
新
聞
周
り
の
□
で
囲
ま
れ
た
空
欄
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
け
る
協
賛
者
名
が
記
名

さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
こ
の
活
動
は
、
み
な
さ
ん
の

善
意

（募
金
）
の
み
で
全
て
の
運
営
を
ま
か
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
物
資
輸
送
費
や
現
地
活
動
費

一
は
多
額
の
資
金
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

会
社
名
や
サ
ー
ク
ル
、
個
人
名
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
な
ど
、

ど
ん
な
名
称
で
も
か
ま
い
き
せ
ん
。
３
０
０
０
円
の

協
賛
を
し
て
下
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
讀
す
。
尚
、

協
賛
金
は
全
額
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に
申可
付
さ
れ
ま

す
。
詳
し
く
は
、
ス
タ
ツ
フ
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
歌
す
。

・
ヽ
ヽ
　

ン
アヽ

は′臼　棟ド
ヽ
こ
一
′猥

Ｌ
「
■
目
目
屋
Ｕ

メ
″

て
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
起
こ
り
、
私
た

ち
は
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
知
識
を
得
て
、
感
染
予
防

の
対
策
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
毎
年
流
行
し
て
い
た

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

南
半
球
で
は
コ
ロ
ナ
前
と
同
程
度
の
流
行
の
報
告
が
あ
り
ま

す
。
先
月
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ

訪
日
外
国
人

へ
の
制
限
が
な
く
な
り
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
コ
ロ
ナ
前
と
同
じ
よ
う
に
入

っ
て
く
る
と

考
え
ら
れ
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
８
波
と
の
同
時
流
行

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

栃
木
県
で
も
発
熱
等
が
あ
る
場
合
の
受
診
方
法
が
１
１
月

か
ら
変
わ
り
ま
す
。
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
等
最
寄
り
の
医

療
機
関
に
電
話
で
相
談
し
ま
す
。
そ
れ
が
出
来
な
い
場
合
は
、

発
熱
等
が
あ
る
場
合
に
対
応
可
能
な
医
療
機
関
を
自
分
で
調

べ
て
連
絡
す
る
か
、
受
診

。
ワ
ク
チ
ン
相
談
セ
ン
タ
ー
に
連

絡
し
ま
す
。　
コ
ロ
ナ
じ
や
な
か
つ
た
と
し
て
も
大
変
で
す
。

出
来
る
限
り
予
防
に
努
め
た
い
で
す
ね
。

虫
歯

。
歯
周
病
の
予
防
は
毎
日
の
ハ
ミ
ガ
キ
か
ら
で
す
。

当
院
お
ス
ス
メ
の

「プ

ロ
ス
ペ
ツ
ク
コ
ン
パ
ク
ト
ス
リ
ム
」

で
ハ
ミ
ガ
キ
を
行
い
大
切
な
歯
を
、
お
回
の
中
を
健
康
に
保

ち
ま
し
ょ
う
。
定
期
的
な
歯
科
検
診
も
併
せ
て
行

つ
て
下
さ

、
　
「
ユ
Ｏ

Ｉ
′ｖ
↓
く

（歯
科

コ
ン
シ
エ
ル
ジ

ェ
　
菊
地
　
正
子
）

『子
ョ
コ
じ
―
ド
ヒ
施
ズ
』

〈フ
回
は
、
ボ
ホ
ー
ん
島
に
あ
る

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ヒ
ル
ズ
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

こ
の
絶
景
ス
ポ
ッ
ト

「
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
ヒ
ル
ズ
」
は
、絵
に
描
い
た

よ
う
な
丸
い
丘
が
１
７
０
０
個
以

上
も
並
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
ど
れ

も
が
高
さ
約
３
０
ｍ
で
、
金
て
同
じ

よ
う
な
丸
い
形
で
す
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ヒ
ル
ズ
の
ベ
ス

ト
シ
ー
ズ
ン
は
そ
の
名
の
通
り
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
に
な
る
乾
季
の

４
～
６
月
頃
で
す
。
と
は
言
え
、

広
大
な
土
地
に
丸
い
丘
が
無
数

に
広
が
る
さ
ま
は
い
つ
見
て
も
美

し
＜
、
雨
季
の
青
々
と
し
た
チ
∃

コ
レ
ー
ト
ヒ
ん
ズ
も
と
て
も
綺
麗

で
す
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ヒ
ん
ズ
が
ど
の

よ
う
に
し
て
で
き
た
の
か
、
は
っ

き
り
し
た
こ
と
は
解
明
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
一
説
に
よ
る
と
マ
グ

マ
に
よ
っ
て
海
底
が
隆
起
し
、
風

化
し
や
す
＜
も
ろ
い
石
灰
岩
が

長
年
の
雨
水
に
浸
食
さ
れ
、
現
在

の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ヒ
ル
ズ
に

は
、
大
音
に
２
人
の
巨
人
が
石
を

投
げ
含
い
喧
嘩
を
し
た
際
に
出

来
上
が
っ
た
丘
が
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

ヒ
ん
ズ
に
な
っ
た
と
い
う
伝
説
や
、

巨
人
が
失
恋
に
よ
っ
て
流
し
た
涙

が
丘
に
な
リ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ヒ
ん

ズ
に
な
っ
た
な
ど
様
々
な
伝
説
が

あ
り
ま
す
。
お
と
ざ
話
に
出
て
き

そ
う
な
不
思
議
な
地
形
は
、
こ
の

よ
う
に
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
伝
説

も
生
み
出
し
て
い
る
の
で
す
ね
。
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診療時間変更のお矢口らせ 定期予防通院の皆さまヘ

院長関口は学位取得のため現在日本大学

歯学部大学院に在籍をしております。

現在4回 生となり卒業に向け、研究、学位

論文などの作成に励んでおります。
スタッフにおきましても知識、技術の向
上の為、日々努力をしておりますが、日々

進歩する医療技術の中、今後全国で開催さ

れる各セミナーや学会に今まで以上に参加

をし、皆さまのお口の健康のために更なる

研鑽を積んでいきたいと思います。

そこで皆さまには大変ご迷惑をおかけい

たしますが、2022年 12月 より以下の通り、
診療時間を変更させて頂きます。
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診療時間

霧12月

の予定

月 火 水 本 金 土

0/0

: ,

O F0

:ヨ

勉

表示の見方

勉

:5

0/□ □/○ 休 0「○ 〔〕メ〔〕 0メ13
0・・・諺層

休…体言會

柱…往誇

講…講演

学…学会

勉・・・勉強会
0/1…
午前のみ

0■¬ 0,rO 体 体 □「0 0了○ 0/O

体

:19

0/○

: 20

0「
.0
:21

体

1 ■2

0「0
1 23

0ro
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0/1
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0/¬

: 26

0/○

: 27

0,.0

: 28

体

1 29

休

1 80

休 体

く言
=療
時間}

午 前 9:00‐´13:00
午 f望  14:30～ 19:00
日曜のみ 13:00まで

診療時間変更のお知らせ
水曜日、祝日、第 1,3日 曜日、第 2,4火曜日
9:00～ 13:00(最終受付12:00)14:30～ 19:00(最終受付18:③ O)

現在、生活必需品をはじめあらゆる品物
が高騰 しております。

我々医療の分野におきましても、感染予

防のグローブ、マスクをはじめ、ほぼすべ

ての材料費が値上げをしております。
そのため皆様には大変ご迷惑をお掛け致
しますが、2022年 12月 より定期予防処置
の費用を税込み ¥2,200円 とさせて頂きま
す。

嗜周

の予定

月 大 水 本 全 土

休

12

体 休 体 0,0 □」□

休…休詰

往…住言,

講…講演

学…学会

勉…勉強会
0/1…
午前のみ

:8

0/1 休 ●メ○ 休 0/○

: 11

●メ0
: 14

(⊃」〔||

体

1 16

00 oro 休 0/□ ●メロ 0/C:|

or可 体 体 oro ロノ1]
: 28

0'十

く言
=療
時間}

午 前 ]:30～ 13100
午 fl 15:00～ 19130
日曜0み 13:00まで

都合により変更になる場合もあります。HPに も掲載しておりますので合わせてご覧下さい。

皆様にはご迷惑おかけしますが、ご理解の程よろしくお願い致します。

:11 : 18 : 14
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ロノC]

: 10 : 12

: 15 :lB
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「お
隕
蜀
健
康
餃
禁
煙
か
ら
」

お
回
の
二
大
疾
定
は
、
虫
歯
と

歯
周
病
で
す
。
こ
れ
ら
と
喫
煙
の

因
果
関
係
に
つ
い
て
、
２
０
１
６

年
に
厚
生
労
働
省
で
検
討
舎
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
合
の
報
告
書

を
も
と
に
書
か
れ
た
埼
玉
県
の
歯

科
医
師
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
の

一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

因
果
関
係
レ
ベ
ル
が
最
も
高
い

の
は
、
や
は
り
癌
で
す
。
特
に
□

腔
底
部

（舌
の
下
の
柔
ら
か
い
部

分
）
の
癌
走
者
は
喫
煙
率
が
約
８

０
％
と
突
出
し
て
高
く
、
ニ
コ
チ

ン
が
唾
液
と
混
ざ
り
合
っ
て
滞
留

す
る
こ
と
が
原
因
と
し
て
考
え
ら

れ
ま
す
。

癌
と
同
様
に
因
果
関
係
が
高
い

の
は
、
歯
周
病
で
す
。
タ
バ
コ
は

歯
周
病
に
な
る
確
率
を
ぐ
つ
と
引

き
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、
晃
化
さ

せ
浴
′□り
を
晃
く
す
る
原
因
で
も
あ

り
ま
す
。
基
本
的
な
歯
周
浴
′□療
を

行
っ
た
際
に
、
タ
バ
コ
を
吸
う
人

と
吸
わ
な
い
人
で
は
浴
′□療
効
果
に

差
が
出
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
喫
煙
本
数
と
歯
周

病
の
重
症
化
率
は
比
例
す
る
こ
と

や
、
本
人
が
喫
煙
し
な
く
て
も
習

慣
的
な
受
動
喫
煙
が
あ
る
場
合
は

同
様
の
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
も
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
虫
歯
に
つ
い
て
で
す
。

子
供
の
虫
歯
と
高
齢
者

の
虫
歯
は
、

な
り
や
す
い
場
所
が
違
い
ま
す
。

ま
ず

子
供
の
虫
歯
は
、
生
え
て
き

た
ば
か
り
の
ま
だ
丈
夫
で
な
い
部

分
や
、
自
分
で
は
磨
き
き
れ
な
い

咬
む
面
の
深
い
済
、
歯
と
歯

の
間

が
多

い
で
す
。
対
し
て
高
齢
者

の

虫
歯
は
、
歯
肉
が

下
が
り
露
出
し

た
根
の
表
面
か
ら
が
多

い
の
で
す

が
、
ど
ち
ら
も
喫
煙
が
虫
歯

の
原

因
菌

の
代
謝
活
性
を
促
進
す
る
こ

と
、
歯

の
表
面

へ
の
定
着
を
促
進

す
る
こ
と
は
同
様

の
リ
ス
ク
と
し

て
研
究
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。歯
周
病
や
虫
歯
が
進
行
す
る
と

最
終
的
に
歯
を
失

っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
タ
バ

コ
が
歯
周

病
や
虫
歯
を
誘
発
し
た
り
浴
′口り
に

く
く
し
た
り
し
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
も
ち
ろ
ん
禁
煙
す
る
こ
と
で

リ
ス
ク
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が

で

き
ま
す
。
失
う
歯

の
本
数
も
、
減

ら
す

こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

タ
バ

コ
を
減
ら
し
て
、
歯
を
失

う
リ
ス
ク
も
減
ら
し
て
し
ま
い
ま

し

よ

う
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Ⅵ静T  可 ☆ (R) ●

「子供の頬校聾
無意識に行ってしまうよくある癖の一つに頬杖が

あります。この何気なく行っている頬杖、さまざまな

癖のなかでも最も多く見られるもので、実は歯並び
にも影響があります。

歯並びが内側に倒れる

手の平を頬部分に当てて歯を内側に押すような形
になってしまっている場合、歯に持続的に力が加わ
り続け、歯が内側に倒れた狭い歯並びになつてしま
う恐れがあります。
顔が変形する

成長期に頬杖の癖があると顔がだんだんと歪んで

成長してきます。例えば、決まった側でばかり頬杖
をつく癖がある場合、顔がだんだん歪んで左右非
対称になつてきます。両方で頬杖をつく場合は、上
の顎が出てしまう上顎前突になることがあります。
顎関節症を引き起こす
あごに持続的に頭の重さほどの力がかかり続けるこ

とで、顎関節を圧迫したり、咀曙筋を過度に緊張さ
せてしまいます。それが原因となり、顎関節症を引

き起こしやすくなります。

口呼吸になつてしまう

歯が内側に倒れて歯並びが狭くなつてしまい、舌が

歯並びの中に収まりにくくなることにより、気道がふ

さがれる形となり口呼吸を引き起こします。国呼吸
は歯並びや顔面の変形を引き起こしたり、国臭、虫

歯、歯周病のリスクを高めたり、さまざまな悪影響
があります。
他にもうつぶせ寝や姿勢の異常、常に一方向を

向いて食事をすることなどでも歯列不正や顎の変
形等がみられることがあります。これらの癖は特に

顎や歯が成長途中の小児には将来的にも大きな

影響も及ぼすことも少なくありません。注意しましょ
つっ

芳三マ導。□羊専
Xの局専、本丈|こ

耳 尭末 ▽
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NO,67η7 感謝の心 (祝 )初孫誕生

那須バギーパーク
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バンバン

奈菜。星矢

光舞隊 ハッピー KEIKO

和風貸別荘まるやま

歯肉磨き|こ感謝

あずさ。唯

魔女の宅急便
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なつぞら

2017ボランテイア活動に晴仁<ん &明莉ちゃん 訪問看護ステーシ∃ン那須

現地活動に思いをはせて一 現地活動頑張って下さい富 自然薯 滝谷昭勝 「

~             ~~~1

1今年も大変お世話になりました |

「

~~~|

四
さ<ら

「食事はよく噛んで食べましょう」と言われますが、

よく噛むことの効果をご存知でしょうか。「食べ物

を細かくすることで消化を助ける。」「噛むことで満

腹中枢が刺激されて食べ過ぎの防止になる。」等

など。この辺は皆さんよく知っていることだと思い

ます。

最近では、よく噛むことでアンチエイジング効果

があると言われています。一つは、噛むことで脳

の血流が良くなり、集中力が高まつたり、認知症

の予防になります。もう一つは、若返りのホルモン

ともいわれているパロチンが唾液に含まれていて、

よく噛むことで唾液腺を刺激し、唾液中のパロチ

ンの分泌を促すことができるからです。
パロチンとは成長ホルモンの一種で、その効果

には骨や歯の再石灰化を助けたり、皮膚の新陳

代謝を活発にする働きがあり、シミやしわを防ぐこ

とにつながります。またパロチンは白内障の治療

薬として使われることもあります。 唾液が出る主
な腺には、「耳下腺」「顎下腺」「舌下腺」がありま

感謝

すが、パ回チンは耳下腺から出る唾液のみに含ま

れています。耳下腺は、上の奥歯に接する頬粘膜

にあるので、奥歯でしっかり噛むということが重要

です。
また食事をする際に、うつむき加減で食べてい

ると、下顎が前に出やすく前歯が先にあたるので

奥歯でしつかり噛むことができません。したがつて、

食事をする時は姿勢を正して、目安は一口あたり

30回程度、そして片方だけで噛んでいると顔の
歪みの原因につながるので、奥歯左右均等に使

用することを心掛けながら食事をするのがお勧め
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し ヽ

ゝ
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一Ｗ

バ
ワ
フ
ル
衛
生
上
の
わ
。歯
・歯
教
室

０

『
伽
螂
書
」一

当
院
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ん

ア
ッ
プ
の
た
め
、
定
期
的
に
勉
強

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
〈フ
年
は
夏

に

一
回
目
の
勉
強
会
を
し
ま
し

た
。
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
「小
児

歯
科
」
に
関
す
る
お
題
を
勉
強
し

ま
し
た
。
毎
日
パ
ソ
コ
ン
に
向
か

い
頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
発
表
が
終
わ
り
、
緊

張
が
解
け
た
時
の
清
々
し
さ
は

格
別
で
す
。
そ
し
て
、
他
の
チ
ー

ム
の
発
表
を
聞
い
て
「へ
～
そ
う

だ
っ
た
の
か
！
」
と
新
た
な
事
を

知
っ
た
り
、
遠
い
学
生
時
代
に

習
っ
た
は
ず
の
忘
れ
て
い
た
事
を

思
い
出
し
た
り
し
ま
す
。

１
２
月
に
も
勉
強
会
を
控
え
て

お
り
、
私
の
発
表
は
夏
に
行
っ
た

勉
強
会
の
延
長
で
、
〈フ
も
な
お
、

同
じ
テ
ー
マ
が
頭
の
中
を
巡
っ
て

い
ま
す
。
も
は
や
そ
の
こ
と
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
テ
ー
マ
は

「
歯

育
」
で
す
。
そ
の
内
容
を
少
ご
紹

介
し
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
歯
の
健
康
は
胎
内

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
胎

生
７
週
目
に
は
歯
を
作
り
は
じ

め
ま
す
。
そ
の
時
期
の
母
体
の
栄

養
状
態
が
悪
い
と
、
胎
児
の
歯
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
う
為
、

い
つ
も
よ
り
積
極
的
に
摂
取
し

た
い
栄
養
素
が
あ
り
ま
す
。

タ
ン
パ
ク
質
↓
歯
の
卵
で
あ
る

「
歯
胚
」
を
作
る
た
め
に
必
要

（妊
娠
４
～
「
０
週
頃
）

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
↓
エ
ナ
メ
ん
質
を
作

る
た
め
に
必
要

（妊
娠
１
２
～

２
４
週
頃
）

ピ
タ
ミ
ン
Ｃ
↓
象
牙
質
を
作
る

た
め
に
必
要

（妊
娠
１
２
～
２
４

週
頃
）

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
↓
力
ん
シ
ウ
ム
の
吸

収
を
助
け
る
た
め
、
一
緒
に
と
り

た
い
栄
養
素

力
ん
シ
ウ
ム
↓
歯
の
石
灰
化
の
た

め
に
必
要

（妊
娠
４
～
６
か
月

頃
）妊
娠
初
期
は
つ
わ
り
で
食
事

が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
赤
ち
ゃ
ん
の
為
だ

け
で
は
な
く
ご
自
身
の
為
に
も

バ
ラ
ン
ス
の
い
い
食
事
を
し
、
毎

日
健
康
に
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

「かlL―ザ春褻ょ
鴨ヽ _メニベーtあ毒、す駐ぢソ魂

（歯
科
衛
生
士

藤
田

友
希
子
）
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易電風麺屋たから一らボランテイア活動ご無事をお祈りいたしております

頑張ってくださしヽ 大森雪ツグエ房and.mi

今日一日元気な歯

コンフオートブリッジにしてよかつた

Nlka l‖仁菜ちゃん&明ちゃん
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もみの本 くまさか珠算塾 萌・元・凪

令和それは感謝から みとん② 6309

わか乃 A・ T かおる 戦神覇王 チャッピー

壮志入園祝い

ご活動の愛と勇気に

噛める喜び KA+F∪感謝 チャー・ミラ・アミの愛

祝 (新 )せきぐち医院

噛める喜び68h

超
高
褥
径
会
に
蒻
麒
熙

～
お
燒
み
相
談
室
壌
」

※
前
編
は
前
号
に
掲
載
し
て
あ

り
ま
す
。

コ
ロ
す
陽
性
者
と
な
っ
た
私
は
、

防
護
服
を
着
る
必
要
が
な
く
な
り
、

マ
ス
ク
も
せ
ず
に
彼
女
の
介
護
に

あ
た
り
ま
し
た
。
部
屋
に
入
っ
た

瞬
間
、
明
ら
か
に
こ
れ
ま
で
の
表

情
と
は
違
っ
て
い
ま
し
た
。
見
た

時
あ
る
人
が
い
る
。
と
い
う
様
な

感
じ
の
に
こ
や
か
な
表
情
で
私
を

迎
え
て
＜
れ
た
の
で
す
。
相
変
わ

ら
ず
コ
ロ
す
に
お
互
い
感
染
し
て

し
ま

っ
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
も
う
少
し
の

間
部
屋
か
ら
出
て
は
い
け
な
い
状

況
で
あ
る
こ
と
を
分
か

っ
て
頂
け

た
様
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
最
低
限
の
介
護
が
済

ん
だ
ら
す
ぐ
に
部
屋
を
出
て
防
護

服
を
脱
い
で
い
ま
し
た
が
、
私
が

陽
性
者
と
な
っ
て
か
ら
は

一
緒
に

食
事
を
し
た
り
、
音
話
な
ど
た
わ

い
の
な
い
会
話
を
し
て
長
い
時
間

彼
女
と
過
ご
し
ま
し
た
。
熱
が
あ

る
私
を
心
配
し
て
＜
れ
た
り
、
立

場
が
逆
転
す
る
場
面
も
し
ば
し
ば

あ
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
コ
ロ
す

陽
展
介
護
で
し
た
。

そ
し
て
１
０
日
間
の
隔
離
を
終

え
、
彼
女
は
普
段
の
生
活
に
戻
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
あ
と

３
日
間
の
隔
離
が
残
さ
れ
て
い
た

た
め
、
自
宅
に
帰
り
療
養
し
た
の

で
す
。
帰
宅
す
る
車
の
中
で
、
涙

が
出
て
き
そ
う
な
＜
ら
い
安
堵
し

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
他
の
入
居
者
や
ス
タ
ツ
フ
に

一
人
も
感
染
が
拡
大
せ
ず
に
収
束

で
き
た
か
ら
で
す
。
自
分
の
行
為

が
無
駄
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す

か
ら
。
感
染
症
法
上
、
陽
性
者
が
陽
性

者
を
看
護
、
介
護
す
る
の
は
推
奨

で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

感
染
拡
大
防
止
や
早
期
収
東
、
人

員
確
保
の
方
法
と
し
て
、
や
む
を

得
ず
こ
の
よ
う
な
や
り
方
を
と

っ

て
い
る
高
齢
者
施
設
は
少
な
く
な

い
の
が
現
状
で
す
。

ニ
ュ
ー
ス
等
で
報
道
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
〈フ
年
の
冬
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
す
ウ
イ
ル

ス
の
同
時
流
行
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
正
直
、
同
じ
経
験
を
し
た

く
あ
り
ま
せ
ん
。　
一
刻
も
早
＜
コ

□
す
か
ら
の
不
安
が
な
＜
な
る
生

活
を
送
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り

で
す
。
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11月 に入り、ますます寒さが厳しくなる季節になっ

てきました。暖房なしでは厳しい寒さになり、全体的
に乾燥した空気に晒されている状況が増えていると

思います。また、長いマスク生活により、ついお口で

息をしてしまう口呼吸になりがちな方も少なくないの

ではないでしょうか。さらに、寒い時期は回数も減り
がちになり、外に出る機会も減る関係で人と話すこと
が少なくなり、口腔機能が低下し、唾液の分泌量が

少なくなります。
こうした乾燥した空気やお口での呼吸、唾液の分
泌量の低下により、お国の中は乾燥しやすくなってい

きます。
<唾液にはどんな効果がある?>
唾液は、1日約 1.5～ 0.5リットル分泌されます。
唾液中には抗菌作用、免疫作用、消化作用の成分
が含まれます。
口腔内を潤すだけでなく食物の消化を助け、菌の増

殖を抑え、国臭、むし歯、歯周病など、様々なトラブ

ルから守る役割があります。

良く噛んで食べることで唾液腺が刺激されて、分泌
が活発になります。ガムを噛むのも効果的です。
また、唾液の分泌は、自律神経 (交感神経、副交

感神経)によって調節されているため、規則正しい

生活とリラックスして過ごすことでサラサラ唾液が多く

分泌され、回の中がうるおいます。さらに、唾液腺
マッサージを習慣づけることもオススメです。お回の

中には耳下腺・顎下腺・舌下腺という唾液の出やす
い場所が3カ所あります。これらを刺激することで、唾

液の分泌が促されます。マッサージ方法については、

待合室に資料がありますのでご自由にお持ち帰りくだ

さい。
お国の中も潤して様
なトラブルを回避して
いきましょう。
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黒川 淳子)(歯科衛生士

Chaco's family

浜のカモメ

みんなの那須ポータリじサイト

Y・えはらハロアル新聞愛読者

今年もお世話になりました

みっちゃん さくら 愛 エヌ・DL 人見

御縁に感謝

東証歯研

エステサロン プリテイ

黒磯陸上クラブ堂三鈴

今業の導島
ぞゝ
r陽マ鍵通.

キウイ大好き人間
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ジユダムール スタジオM―ジュダ || ピラフ&レモン T。○ 湯田孝次 ひまわり鍋掛 のびっこ<らぶ 本当にお世話おかけします
歯肉みがきに感謝 2020フィリピンボランティア活動無事のお帰りを祈つております Nika Nika lV ブルーポピィ 完治、感謝感謝
(医 )弘徳会 ひたすら日々に感謝です 不□多志 7957&8767 えりちゃん大好き | トニーズC224 卜二―ズ224 那須拓陽高校陸上部

私達の医院には全国各地から、毎日のように
郵送や宅急便などで、物資が届いてお
3月も、皆様から頂いた物資について
ご紹倉したいと思います。
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体

4

○/○

1  5

0/〇 |
表示の見方

体 ○/○ 〇・往

墜 2_
休

1 lo

○/○

| 11

○/○

12

0/O
O…診療

体…体診

往…往診

請…講演

学…学会

勉…勉強会
・
D/1…・

午前のみ
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LュL
体
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L」L
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睦を上
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ヒ生

○/〇

1 25

○/○

26

〇/体

○/1 〇/○ 休

L___

新型コロナウイルスの終息を願って

く診療時間〉
午   前  9130 ～ 13:00
午   後1 13:00 ～ 19:30
日曜のみ 13:00まで |

上

く往診日〉火曜午後

く体診日〉水曜日・祝祭日
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近年、新型コロナウイルス感染症の症状や後

遺症の一部でも耳にする味覚障害。「食べ物の

味がしない」「甘いものを食べても苦く感じ

る」など、味覚の低下や異常が起こる病気です。

味覚は、舌にある味を感じる細胞の集団「味曽

(み らい)」 から神経を通じて脳へ伝達される

為、この伝達経路のどこかに障害が発生すると

味覚障害が起こります。風邪やインフルエンザ

などの呼吸器感染症に罹った時にも味覚障害に

なることがあります。これは、ウイルスが神経

細胞にダメージを与えることで起こると考えら

れています。そのほか、味覚障害の原因として、
加齢や ドライマウス、鉄欠乏性貧血、糖尿病の

合併症、薬の副作用、心因性など多岐にわたり

ますが、原因の一つとしてよく挙げられるのが

亜鉛不足です。
亜鉛は、糖の代謝や骨形成、ビタミンCや コ
ラーゲンの合成などに必要なミネラルで、味を

感じ取るセンサーの味苦の中にある味細胞の代

謝などにかかわる栄養素です。食事からの亜鉛

摂取量が少なかつたり、病気や内服薬などの影

響で吸収が妨げられたり、身体の外へ排出され

やすくなると体内の亜鉛量が不足し、味覚障害
だけでなく、皮膚炎や国内炎、脱毛症、食欲低
下などが起こることもあります。亜鉛の 1日 の

平均摂取量は約1lmgです。毎日の楽しい食卓
で積極的に摂るよう心がけましょう。

食生活を正しても気になる症状がある場合は
ご相談ください。
亜鈴が多い食材 (100g中 )   男性推奨9mg    l
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錮
舒
啄
鶉
鰊
晰
　
洟
鬱
鞣
會
５
０
５
警

栗
苺
価
が
一副
ぐ
‐「ぼ
う
機
ぎ
「
一

と
呼
ば
れ
る
ほ
か
、
中
国
で
は
一

滋
養
強
壮
の
漢
方
薬
に
も
配

一

含
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
疲
労
回

復
に
役
立
つ
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
ｌ
、

ス
ト
レ
ス
や
抵
抗
力
を
高
め

る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
む
＜
み
解
消

や
高
血
圧
予
防
に
効
果
的
な

カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
に
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
塩
分
の
摂
り
過
ぎ

や
血
圧
が
気
に
な
る
方
に
は

オ
ス
ス
メ
で
す
。
食
物
繊
維
も

豊
富
で
消
化
も
早
の
で
、
お
子

さ
ん
や
、
胃
腸
が
弱
っ
て
い
る

時
に
も
最
適
な
食
材
で
す
。

〈フ
年
の
冬
は
例
年
よ
り
寒

＜
な
る
（？
―
）と
の
予
報
…
。

長
芋
を
食
べ
て
寒
さ
に
負
け

な
い
体
作
り
を
し
て
行
き
ま

―
′）ょ
う
！
―

（歯
科
助
手

渡
辺

有
美
子
）

秋
か
ら
冬
へ
と
季
節
が
移
り

変
わ
っ
て
い
＜
１
１
月
。
北
国

か
ら
は
初
雪
の
便
り
も
ち
ら

ほ
ら
と
届
き
始
め
る
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
ま
た
、
五
穀
豊
穣
を

祈
り
お
焚
火
祭
り
な
ど
が
全

国
各
地
で
行
な
わ
れ
る
時
期

で
も
あ
り
、
来
る
冬
にヽ
備
え
、

無
病
患
災
を
願
う
晩
秋
の
行

事
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈フ
や
２
人
に
１
人
が
ガ
ン
に

な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
時
代

で
す
。
自
分
自
身
も
ち
ょ
っ
と

し
た
症
状
が
気
に
な
る
年
齢

に
な
っ
て
き
た
の
で
、
よ
り

一

層
健
康
に
は
気
を
付
け
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
寒
＜
な
っ
て
＜
る
と

温
か
い
食
べ
物
で
身
体
を
温

め
、
免
疫
力
を
高
め
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

真
っ
先
に
「鍋
」
が
思
い
つ
き

ま
す
が
、
沢
Ш
の
野
菜
と
共
に

１
１
月
は
力
二
や
牡
蠣
、
寒
ブ

リ
や
鯛
と
い
っ
た
魚
倉
類
も

冬
にヽ
句
を
迎
え
る
食
材
な
の

で
、
鍋
に
す
れ
ば
出
汁
ま
で
栄

養
満
点
で
す
。

１
１
月
に
句
を
迎
え
る
野
菜

に
は
根
菜
も
少
な
＜
あ
り
ま

せ
ん
が
、中
で
も
「長
芋
」
は
晩

秋
か
ら
初
冬
にヽ
か
け
て
の
代

表
的
な
味
覚
の

一
つ
で
す
。

ヒざさ_o・栗:1子の¬・ススxの

しユて
°
遊弱りざすが・`マ

伸良し二人組

チャロとビッピ

ご無事を祈念いたしております感謝。Nlka豊かさの本当の意味

100回 0歯む 新緑田]緑の家

優しいハワイの風佐野もみの本

非営利活動法人 (NPO)朋遊館歯磨きの大切さら一ら②(有 )肉のミヤザワ

菫露嗜■|♪
「喘貴障害と亜鉛」

翡 雑 。絲 惚 ・ 漁 率 ・ 雑 惚 ・

劃

紅秀峰
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隋

長

手

磁

「天
命
」

１
０
月
１
日
。
私
は
午
前
中
の
診
療
を
終
え
、

一
路
成
田
空
港

へ
向
か
っ
た
。

２
０
２
０
年
２
月
の
現
地
活
動
を
最
後
に
約

２
年
８
か
月
ぶ
り
に
ハ
ロ
ー
ア
ル
ソ
ン
。
フ
イ

リ
ピ
ン
医
療
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
再
開
す
る
た
め

に
現
地
チ
ー
ム
と
の
会
議
、
そ
し
て
現
在
の
ス

ラ
ム
の
状
況
を
調
査
す
る
た
め
に
フ
ィ
リ
ピ

ン
。
マ
ニ
ラ
に
向
か
う
。

成
田
空
港
に
着
い
た
が
以
前
と
は
比
べ
も
の

に
な
ら
な
い
く
ら
い
利
用
客
が
少
な
く
、
空
港

内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
お
土
産
屋
も
ほ
と
ん
ど
が

臨
時
休
業
中
で
、
報
道
な
ど
で
知

っ
て
は
い
た

が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
出
て
い

る
現
実
を
見
る
と
愕
然
と
し
た
。

ノ

飩
摯

，
ヽ
一
蠍

ピ

一
螂

１
ノ

鶴
椰

、
　
中
軸

ス
一一

一趙
」
、
飛圏、ほ現

地
時
間
２
０
時
３
０
分
。　
ニ
ノ
イ

・
ア
キ

ノ
空
港
に
到
着
し
た
。

入
国
の
際
に
新
た
に
義
務
付
け
ら
れ
た

「Ｏ

Ｎ
Ｅ

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｈ

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」
と
い
う
ア

プ
リ
に
事
前
に
全
て
の
個
人
情
報
を
入
力
し
係

員
に
提
示
す
る
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
日
本
か
ら
入

国
す
る
際
に
は
３
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
た
。

空
港
を
出
る
と
そ
こ
に
は
現
地

の
メ
ン
バ
ー

が
迎
え
に
来
て
く
れ
て
い
た
。
１
７

も
訪
れ
見
慣
れ
た
風
景
の
は
ず
が
、

ぜ
か
と
て
も
新
鮮
で
胸
が
高
鳴

っ
て

自
分
で
驚
く
ほ
ど
わ
か
る
。

釣
ｖ

黎
　
　
い

す

　

「
『

ヽ
７
ヽ
　

１
為

巻

睡

趣

一
講

ヾ
よ
　
．曙
・『「

キ
ー
　
ユ
バ
‐

・
ｔ
、」　
【「判

擁

「臨

ｔ

」ト

］
●

　

　

　́

′

フ
メ　
′一舞
幹
一

ン
ヽ
ム
一̈ノ

私
た
ち
は
再
会
を
心
か
ら
喜
び
合
つ
た
。
国

や
人
種
を
超
え
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
い
う
無
償
の

愛
の
奉
仕
で
繋
が
っ
た
絆
は
本
当
に
素
晴
ら
し

く
、
私
は
抱
き
合
い
な
が
ら
改
め
て
こ
の
活
動

に
よ
っ
て
出
会
え
た

「友
」
の
存
在
に
感
謝
を

し
た
。
そ
し
て
早
速
今
回
の
調
査
の
予
定
を
話
し
合

い
な
が
ら
お
互
い
の
国
の
感
染
状
況
や
こ
れ
か

ら
の
活
動
の
在
り
方
に
に
つ
い
て
協
議
を
し
た
。

特
に
重
要
視
し
た
の
は
や
は
り
こ
れ
か
ら
の
活

動
規
模
、
人
数
、
感
染
予
防
、
そ
し
て
医
療
活

動
の
認
可
な
ど
で
あ

つ
た
。

リット葺間は

無つ41醸「聞◇

１

０

月

２

日

。

今
回
は
現
地
活
動
責
任
者
の
東
京
支
部
　
今

西
先
生
、
器
材
担
当
の
岡
山
支
部
　
木
本
先
生

の
３
名
で
調
査
に
あ
た
る
。

朝
９
時
、
私
た
ち
は
十
数
年

マ
ニ
ラ
の
定
宿

と
し
て
い
る
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
現
地

チ
ー
ム

「
マ
ニ
ラ

ｉ
フ
ハ
ｏ
ソ
ラ
イ
マ
ン

ｏ

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
の
メ
ン
バ
ー
と
約
２
年

８
か
月
ぶ
り
の
再
会
を
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
ハ
グ
は
世
界
的
に
も
ご
法
度
の
よ
う
だ

っ
た

が
、
お
互
い
を
懐
か
し
む
抑
え
き
れ
な
い
感
情

の
前
に
は
全
く
の
無
意
味
だ

つ
た
。

ごヽ

ジヽヽ]ゝ 性く 輔

プ`ーワー -+ d

-/!.-― 、卜 ヽ 、、
k))センマ
ミ
覆|、て

日
B~~て てす 鑓

い今 年
る 日間
の は何
が な度

κ

レ

コ

ス
Υ

孫

一蟄
ヽ

ヽ
憚
　
ぃ乱Ｗ

Ａ◇
‐卜

誉

髯

現
在
、
日
本
で
は
第
８
波
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
が
、
驚
い
た
こ
と
に
ス
ラ
ム
で
は
ほ
と
ん
ど

コ
ロ
ナ
感
染
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
ス
ラ
ム
と
い
う
特
殊
な
地

区
で
は
や
は
り
外
部
か
ら
の
出
入
り
は
少
な
く
、

お
金
も
無
い
た
め
外
に
行
く
こ
と
も
な
い
。
食

料
や
水
な
ど
は
行
政
や

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
な

ど
の
支
援
を
受
け
る
た
め
、
感
染
拡
大
に
繋
が

ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

]縣:マ市ごミマlこ

⊃、翻なけな
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協
議
を
し
た
結
果
、
以
下
の
内
容
で
合
意
し
た
。

①

　
２
０
２
３
年
度
の
活
動
は
ま
ず
６
月
に
４
０

人
規
模

（バ
ス
ー
台
分
）
の
団
体
で
行
う
。

②
　
国
内
外
の
感
染
状
況
を
考
慮
し
高
校
生
の
参

加
は
延
期
と
す
る
。

③

　
６
月
の
活
動
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
し
問
題
が

な
い
場
合
２
０
２
４
年
２
月
に
は
高
校
生
も

参
加
を
し
た
今
ま
で
と
同
じ
活
動
形
態
に
す

る

。

私
た
ち
も
現
地
メ
ン
バ
ー
も
上
記
の
内
容
が
決

定
し
た
時
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
笑
顔
と
安
ど
感

に
包
ま
れ
た
。
そ
し
て
新
た
に
歩
み
だ
し
た

「新

し
い
活
動
」

へ
の
期
待
感
と
喜
び
で
再
び
固
く
握

手
を
交
わ
し
た
。

こ
の
日
は
も
う

一
つ
重
要
な
仕
事
が
あ

っ
た
。

そ
れ
は
２
年
以
上
も
保
管
さ
れ
た
ま
ま
の
医
療
器

材
や
材
料
な
ど
の
チ

ェ
ツ
ク
だ
。

活
動
で
は
沢
山
の
医
療
器
材
を
必
要
と
す
る
。

以
前
は
毎
年
参
加
者
や
支
部
か
ら
沢
山
の
器
材
や

材
料
を
運
び
、
そ
し
て
日
本
に
持
ち
帰

っ
て
い
た

が
ホ
テ
ル
の
ご
厚
意
で
ホ
テ
ル
内
の
倉
庫
に
通
年

的
に
保
管
し
て
も
ら

つ
て
い
た
。
し
か
し
、
２
年

間
も
そ
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
や
は
リ
カ
ビ
や
そ
の
他

の
問
題
も
生
じ
る
た
め
、
今
回
全
て
の
器
材
を

一

度
運
び
出
し
、
現
地
リ
ー
ダ
ｌ

ｏ
リ
ッ
キ
ー
氏
の

会
社
で
仕
分
け
を
行
い
、
破
棄
す
る
物
、
そ
の
ま

ま
保
管
で
き
る
物
、
日
本
に
持
ち
帰
る
物
に
分
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

い
や
い
や
こ
れ
が
ま
た
大
変
な
作
業
で
あ
る
。

１
７
年
間
蓄
積
さ
れ
た
器
材
は
専
用
の
ケ
ー
ス
３

０
箱
以
上
も
あ
る
た
め
、
ホ
テ
ル
の
従
業
員
の
方

に
も
手
伝

っ
て
も
ら
い
な
が
ら
ト
ラ
ッ
ク
に
詰
め

た
。

＼
ふ
号
卜
ざ
の
　

プ

た保
上時
の
音
琴
．

た
ト
ン
ド
地
区
に
向
か
つ
た
。

過
去
に
何
度
も
訪
れ
て
い
る
が
、
久
し
ぶ
り
の

ス
ラ
ム
に
な
ん
と
も
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
日
本
人

は
珍
し
い
だ
ろ
う
。
経
済
成
長
著
し
い
都
会
の
喧

騒
を
離
れ
る
と
街
の
空
気
は

一
変
す
る
。
細
い
路

地
に
目
を
や
れ
ば
そ
こ
に
は
無
数
の
ト
タ
ン
や
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
で
き
た
住
宅
に
数
万
人
を
超
え
る

人
々
が
密
集
し
な
が
ら
暮
ら
す
ス
ラ
ム
が
見
え
る
。

今
回
私
た
ち
は
３
か
所
の
調
査
を
行

っ
た
。

①
Ｐ

ａ
ｔ
ｒ
ｃ
ｉ

ａ

Ｃ

ｏ
ｍ
ｐ
ｌ

ｅ
ｘ

②

Ｊ

Ｏ

Ｓ

Ｅ

Ｐ

・
Ｌ

Ａ

Ｕ

Ｒ

Ｅ

Ｌ

Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｈ

Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｌ

③

Ｓ
ｔ
・
Ａ

ｎ
ｎ
ｅ

Ｐ

ａ
ｒ
ｉ

ｓ
ｈ

Ｃ
ｈ

ｕ
ｒ

ｃ
ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ，

やヽ、

「
繊

そ
し
て
彼
の
会
社
に
着
く
と
、
こ
こ
で
も
従
業

員
が
日
曜
日
な
の
に
私
た
ち
の
為
に
出
勤
を
し
て

く
だ
さ
り
、
み
ん
な
で
全
て
の
器
材
を
ケ
ー
ス
か

ら
出
し
、
器
材
担
当
木
本
先
生
の
指
示
の
下
仕
分

け
を
す
る
の
で
あ
る

ｏ
ｏ
が
、
何
と
私
は
こ
の
時

運
悪
く
四
十
肩
を
患

つ
て
い
た
た
め
全
く
戦
力
に

な
ら
ず
皆
に
大
変
申
し
訳
な
い
こ
と
を
し
て
し

ま
っ
た
。

１

０

月

３

日

。

い
よ
い
よ
こ
の
日
は
ス
ラ
ム
に
向
か
つ
た
。

現
地
チ
ー
ム
と

一
緒
に
私
た
ち
は
マ
ニ
ラ
の
市

街
地
か
ら

一
路

「東
洋

一
の
ス
ラ
ム
」
と
言
わ
れ

舎
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ど
の
エ
リ
ア
も
や
は
り
大
変
貧
し
く
、
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
で
収
入
は
激
減
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
多

く
は
首
都
近
辺
の
建
築
現
場
な
ど

へ
出
稼
ぎ
に
行

く
。
し
か
し

一
日
の
賃
金
は
約
５
０
０
～
８
０
０

ペ
ソ
。
日
本
円
で
１
２
０
０
円
～
２
０
０
０
円
弱

程
度
だ
。
し
か
も
今
年
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
も
大
き

な
台
風
の
被
害
で
お
米
の
値
段
が
上
が
り
、
ス
ラ

ム
の
人
達
は
今
ま
で
量
の
半
分
に
水
を
入
れ
て
ふ

や
か
し
て
食
べ
て
い
た
。

今
回
訪
れ
た
ス
ラ
ム
は
本
当
に
衝
撃
的
だ
っ
た
“

川
沿
い
に
並
ぶ
ス
ラ
ム
。
そ
こ
に
は
ゴ
ミ
を

拾
っ
て
生
活
を
す
る
ス
カ
ベ
ン
ジ
ヤ
ー
達
の
住
居

が
あ
る
。
以
前
は

「ス
モ
ー
キ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
」

と
呼
ば
れ
マ
ニ
ラ
中
の
ゴ
ミ
が

一
日
約
３
ｏ
０
０

ト
ン
運
ば
れ

「地
図
に
載
ら
な
い
村
」
と
も
言
わ

れ
る
ほ
ど
の
貧
困
エ
リ
ア
だ
。
現
在
は
あ
る
程
度

行
政
の
支
援
を
受
け
整
備
さ
れ
て
は
い
る
が
、　
一

歩
入
れ
ば
そ
こ
は
細
い
路
地
に
ま
る
で
迷
路
の
よ

う
な
住
居
と
１
本
の
電
線
か
ら
無
許
可
で
電
気
を

利
用
す
る
無
数
の
配
線

が
立
ち
込
め
て
い
た
。

そ
し
て
ス
ラ
ム
の
中
を
進
ん
で
い
く
と
放
置
さ

れ
た
犬
の
糞
尿
、
垂
れ
流
し
の
生
活
用
水
が
異
様

な
匂
い
を
発
し
て
い
る
な
か
を
子
供
た
ち
は
裸
足

で
嬉
し
そ
う
に
遊
び
、
そ
の
横
で
は
雨
水
を
利
用

し
な
が
ら
路
上
で
髪
の
毛
を
洗
う
少
年
が
い
た
。

私
た
ち
は
数
か
所
の
住
居
を
案
内
さ
れ
た
。
そ

こ
は
３
畳
ほ
ど
の
住
居
に
家
族
６
人
が
生
活
を
し

て
い
た
。
両
親
は
仕
事
に
行
っ
て
不
在
だ
っ
た
が

そ
の
狭
い
空
間
に
子
供
た
ち
が
ひ
し
め
き
合
う
よ

う
に
両
親
の
帰
り
を
待
っ
て
い
た
。
ま
た
、
別
の

家
は
地
下
だ
っ
た
。
大
人

一
人
が
よ
う
や
く
通
れ

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
通
路
を
進
む
と
、
そ
こ
に
は

全
く
日
の
光
が
入
ら
な
い
居
住
区
あ
る
。
聞
く
と

こ
の
よ
う
な
場
所
は
家
賃
が
安
く
、
貧
し
い
家
庭

は
こ
こ
に
住
む
し
か
な
い
と
い
う

私
が
覗
く
と
そ
こ
に
は
小
さ
な
少
女
を
抱
え
た

女
性
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。
狭
い
部
屋
に
何
故
か

大
き
な
テ
レ
ビ
が
お
い
て
あ
る
の
を
私
が
不
思
議

そ
う
に
見
て
い
る
と
、
通
訳
が

「こ
れ
は
壊
れ
て

映
り
ま
せ
ん
。
で
も
こ
う
や

つ
て
置
い
て
お
け
ば

恥
ず
か
し
く
な
い
で
し
ょ
。
」
つ
ま
り
、
こ
の
よ

う
な
部
屋
に
住
ん
で
い
て
も
テ
レ
ビ
は
あ
る
と
い

う
あ
る
種
の
見
栄
な
の
だ
ろ
う
。
私
は
と
て
も
複

雑
な
気
持
ち
に
な
り
な
が
ら
写
真
を
撮

っ
た
。

私
た
ち
が
車
に
戻
る
時
、
ふ
と
見
る
と
数
人
の

住
民
た
ち
が
路
地
を
等
で
掃
除
を
し
て
い
た
。
以

前
は
所
か
ま
わ
ず
放
置
さ
れ
て
い
た
ゴ
ミ
で
あ

っ

た
が
、
私
は
こ
の
ス
ラ
ム
で
も
少
し
ず

つ
生
活
水

準
が
変
わ

っ
て
き
て
い
る
の
だ
と
感
じ
た
矢
先
、

皆
、
そ
の
ゴ
ミ
を

一
様
に
あ
る
場
所
に
捨
て
て
い

た
。
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見
る
と
な
ん
と
川
沿
い
の
路
地
に
は
い
く
つ
か

穴
が
開
い
て
あ
り
、
そ
こ
か
ら
ゴ
ミ
を
下
に
捨
て

る
と
直
接
川
に
落
ち
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
路
地
は
綺
麗
に
は
な
る
が
そ
の
ゴ
ミ
は

川
に
流
れ
、
見
る
と
無
数
の
ゴ
ミ
が
浮
い
て
い
る
。

私
た
ち
は
し
ば
し
そ
の
様
子
を
見
て
い
た

。
。
。

全
て
の
協
議
、
調
査
が
終
わ
っ
た
後
、
現
地
メ

ン
バ
ー
た
ち
が
夕
食
に
招
待
し
て
く
れ
た
。

私
た
ち
の
活
動
を
理
解
し
、
心
か
ら
賛
同
し
、

い
つ
も
協
力
し
て
く
れ
る
仲
間
た
ち
。
リ
ー
ダ
ー

の
リ
ッ
キ
ー
氏
と
は
も
う
１
５
年
の
付
き
合
い
で
、

私
が
団
長
を
任
命
さ
れ
た
年
に
彼
も
フ
ィ
リ
ピ
ン

最
大
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
り
―
ダ
ー
と
な

つ

た
。彼
は
以
前
私
に
言
っ
た
。

「セ
キ

（私
の
呼

称
）
た
ま
に
は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
以
外
で
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
家
族
と
遊
び
に
来
た
ら
？
沢
山
良
い
所
を
案

内
し
た
い
。
」
私
は
言
っ
た
。

「リ
ッ
キ
ー
。
と

て
も
嬉
し
い
お
誘
い
を
感
謝
す
る
。
し
か
し
、
私

と
あ
な
た
の
こ
の
特
殊
な
友
情
ほ
ど
素
敵
な
も
の

は
な
い
と
思
う
。
自
分
の
た
め
の
楽
し
み
よ
り
、

誰
か
の
幸
せ
の
た
め
に
お
互
い
が
繋
が

っ
て
い
る

な
ん
て
世
界
中
で
私
た
ち
だ
け
だ
ろ
う
。
」
彼
は

そ
の
答
え
を
嬉
し
そ
う
に
聞
い
て
い
た
。

私
は
夕
食
の
際
彼
に
言
っ
た
。

「リ
ッ
キ
ー
、

今
度
是
非
日
本
に
遊
び
に
来
な
い
か
？
日
本
に
は

四
季
が
あ
る
が
、
私
の
地
元
で
雪
を
見
な
が
ら
温

泉
な
ど
は
ど
う
だ
ろ
う
。
」
彼
は
い
つ
も
の
笑
顔

で
言
っ
た
。

「あ
り
が
と
う
。
で
は
私
た
ち
が
こ

の
活
動
を
引
退
し
、
次
の
バ
ト
ン
を
渡
せ
た
ら
遊

び
に
行
く
よ
。
セ
キ
、
私
た
ち
の
素
晴
ら
し
い
関

係
は
そ
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
？
」

と
て
も
楽
し
い
時
間
だ

っ
た
。
そ
し
て
互
い
に
も

う

一
度
こ
の
活
動
を
復
活
さ
せ
る
た
め
あ
ら
ゆ
る

努
力
を
し
よ
う
と
誓
い
合

っ
た

。
ｏ
。

帰
り
道

。
ｏ
ｏ
ホ
テ
ル
ま
で
の
道
路
は
大
変
混

ん
で
い
た
。
車
は
渋
滞
の
中
し
ば
ら
く
動
か
な
い
。

す
る
と
ひ
し
め
き
合
う
渋
滞
の
中
を
沢
山
の

ホ
ー
ム
レ
ス
た
ち
が
水
や
タ
バ
コ
を
売
り
歩
い
た

り
、
車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を
勝
手
に
吹
き
わ
ず

か
な
チ
ツ
プ
を
ね
だ

つ
て
い
る
の
が
見
え
る
。

私
は
ふ
と
隣
に
座
る
友
人
側
の
窓
を
見
た
。
す

る
と
そ
こ
に
は
ひ
と
り
の
小
さ
な
ホ
ー
ム
レ
ス
の

少
女
が

マ
ス
ク
を
つ
け
立

つ
て
い
た
。

そ
れ
は
１
０
秒
に
も
満
た
な
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
少
女
は
お
金
を
せ
び
る
わ
け
で
も
花
を
売

る
わ
け
で
も
な
く
た
だ
じ
つ
と
私
た
ち
の
車
中
を

覗
い
て
い
た
。
髪
は
乱
雑
に
埃
に
ま
み
れ
、
顔
は

真
っ
黒
に
日
焼
け
し
、
栄
養
不
良
な
の
か
体
は
や

せ
細
り
服
は
ボ
ロ
ボ
ロ
の
小
さ
な
少
女
。
そ
し
て

私
が
彼
女
を
見
て
い
る
と
少
女
は

一
瞬
私
見
つ
め
、

そ
し
て
ま
た
渋
滞
の
中
に
消
え
て
行
っ
た

・
・
・
。

天
命
を
知
る

帰
国
す
る
飛
行
機
内
。
私
は
今
回
の
調
査
で
撮

影
し
た
写
真
を
見
な
が
ら
振
り
返
つ
て
い
た
。
活

動
延
期
か
ら
約
３
年
が
経
と
う
と
す
る
中
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
つ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ス
ラ

ム
の
人
達
は
更
な
る
過
酷
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
た
。

私
は

一
枚
、　
一
枚
、
ス
ラ
ム
で
撮

つ
た
写
真
を

見
な
が
ら
、
最
後
の
一
枚
に
目
を
や

つ
た
。

そ
れ
は
あ
の
渋
滞
の
中
私
た
ち
の
車
を
じ
つ
と
見

て
い
た
少
女
の
写
真
だ
。

彼
女
は

一
体
私
た
ち
に
何
を
訴
え
た
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。

彼
女
の
目
に
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
映

っ
て
い

た
の
だ
ろ
う
。
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私
は
そ
の
写
真
を
見
な
が
ら
思

つ
た
。

こ
の
活
動
に
出
会
い
１
８
年
が
過
ぎ
た
。
た
っ

た
１
本
の
歯
ブ
ラ
シ
さ
え
買
う
こ
と
が
で
き
な
い

ス
ラ
ム
の
人
達
と
の
出
会
い
、
教
育
も
医
療
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
ず
毎
日
ゴ
ミ
山
に
通
い
生
き
る

た
め
に
ゴ
ミ
を
拾
う
子
供
た
ち
と
の
出
会
い
は
、

私
の
歯
科
医
師
と
し
て
、　
一
人
の
人
間
と
し
て
の

生
き
方
に
沢
山
の
も
の
を
投
げ
か
け
た
。

物
質
的
豊
か
さ
に
溺
れ
有
り
余
る
社
会
に
生
き

る
私
に
と
つ
て
ス
ラ
ム
で
の
支
援
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
い
う
枠
組
み
を
超
え
、
貧
困
と
い
う
私
た
ち

人
間
が
作
り
上
げ
た
不
条
理
か
ら
何
を
学
び
、
何

を
行
動
に
移
す
か
を
真
剣
に
考
え
さ
せ
た
。

私
は
活
動
当
初
、
歯
科
医
療
と
い
う
分
野
か
ら

私
の
力
で
何
か
を
変
え
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
た
。

今
で
も
そ
の
気
持
ち
に
偽
り
は
な
い
が
、
活
動

を
真
剣
に
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
あ
ま
り
に
も
大
き
な

問
題
と
自
分
の
力
の
無
さ
、
そ
し
て
社
会
の
偏
見

に
打
ち
ひ
し
が
れ
た
時
期
も
あ
つ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
私
の
こ
と
を
待
つ
て
い
て
く
れ
る
ス
ラ

ム
の
子
供
た
ち
の
笑
顔
と
感
謝
の
言
葉
を
聞
く
度

に
い
つ
の
日
か
私
は
気
づ
か
さ
れ
た
。

変
わ
る
こ
と
が
で
き
た
で
は
な
い
か

。
。
。
。
」

そ
う
思
え
た
と
き
、
私
を
支
え
て
下
さ
り
、
い

つ
も
物
資
や
募
金
を
支
援
し
て
下
さ
る
皆
さ
ん
に

よ
っ
て
自
分
は
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
心
か
ら

感
謝
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ｃ
　

か／イヽ
奇―

tiミ

か
行
動
に
移
し
て
み
よ
う
。
そ
し
て
い
つ
の
日
か

あ
の
少
女
の
瞳
が
笑
顔
に
変
わ
る
時
ま
で
命
を
懸

け
て
こ
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
行
こ
う
と
誓
っ
た
。

活
動
の
再
開
に
喜
び
、
少
し
有
頂
天
気
味
に
な

り
か
け
た
私
に
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
神
様
が
運
命

的
に
あ
の
少
女
と
出
会
わ
せ
て
く
れ
た
。

そ
し
て
私
自
身
の
心
の
中
に
初
心
を
忘
れ
ず
、

更
な
る
謙
虚
さ
と
誠
実
さ
を
も
う

一
度
与
え
て
く

れ
た
の
だ
。

今

こ
う
し
て
い
る
時
も
あ

の
少
女

の
瞳
が
忘
れ

ら
れ
な

い

。
ｏ
ｏ
。
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そ
し
て
、
そ
の
思

い
を
胸
に
２
年
８
か
月
ぶ
り

に
訪
れ
た

マ
ニ
ラ
の
路
上
で
こ
の
小
さ
な
少
女

の

瞳
に
出
会

っ
た
。

私
は
も
う
す
ぐ
５
０
歳
に
な
る
。
ま
さ
に

「五
十
に
し
て
天
命
を
知
る
」

私
の
天
命
は
何
だ
ろ
う
か
。

私
の
よ
う
な
人
間
に
大
そ
れ
た
命
な
ど
天
か
ら

与
え
ら
れ
て
い
る
と
は
到
底
思
え
な
い
が
、
私
に

も
し
天
命
が
あ
る
な
ら
ば
、
残
り
の
歯
科
医
師
と

し
て
の
人
生
を
大
切
な
患
者
さ
ん
の
為
に
す
べ
て

を
誠
実
に
捧
げ
よ
う
。
自
分
の
欲
に
捉
わ
れ
ず
誰

か
の
幸
せ
の
た
め
に
生
き
よ
う
。
日
の
前
の
悲
し

み
に
素
通
り
せ
ず
小
さ
な
こ
と
で
も
い
い
か
ら
何

キ本キЪ 靱

占 t尋おltこ

鰤り組む
◇

O

硬詢_海ヒ「じン辟′  ~ :′     ″

″
(

ヽ

thヽざ痙う讃醸tt

く剥嚇藤数)マ t#1｀ t,

「何
も
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
私
自
身
が
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